
ら
は
出
産
奨
励
金
支
給
事
業
と
小
学

生
体
操
服
等
購
入
助
成
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
支
援
の

継
続
と
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
は
、
総
合
教
育
会
議
に
よ

り
、
市
と
教
育
委
員
会
が
連
携
・
意

思
疎
通
を
図
り
ま
す
。
園
や
学
校
は

「
ス
ク
ラ
ム
・
ス
ク
ー
ル
・
プ
ラ
ン
」

に
よ
る「
教
育
観
の
共
有
」を
さ
ら
に

深
め
ま
す
。
園
や
学
校
で
抱
え
て
い

る
課
題
を「
ス
ク
ラ
ム
ス
ク
ー
ル
運

営
協
議
会
」で
地
域
と
と
も
に
考
え
、

解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
中
学
校
に
市
費
負
担
で「
し
お
か

ぜ
先
生
」を
配
置

・
築
59
年
を
経
過
す
る
浜
岡
中
学
校

の
改
築
に
向
け
た
基
本
計
画
、
基

本
設
計

・
公
民
館
の
在
り
方
を
検
討

・
子
ど
も
た
ち
が
感
性
豊
か
に
成
長

す
る
よ
う
、
子
ど
も
と
本
を
つ
な

ぐ
環
境
づ
く
り

快
適
に
住
み
続
け
ら
れ
る�

�

生
活
環
境
の
確
保

　
日
本
は
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
第

21
回
締
結
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）で
の

パ
リ
協
定
で
、
地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
、
平
成
42
年
度
に
平
成
25
年
度

比
較
で
温
室
効
果
ガ
ス
を
26
％
削
減

す
る
約
束
草
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
は「
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
」
を
策
定
し
、
ま
ず

は
公
共
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

21
の
取
り
組
み
範
囲
を
、３
年
後
ま

で
に
消
防
署
や
小
・
中
学
校
へ
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
環
境
に
負
荷
を
か

け
な
い
循
環
型
社
会
を
作
る
た
め
、

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

　
生
活
排
水
対
策
は
、
下
水
道
や
農

業
集
落
排
水
施
設
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
特
性
や
経
済
性
な
ど
を
考
慮
し

て
、
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
災
害
に
強
く
、
早
期
に
復

旧
で
き
る
特
性
を
持
つ
こ
と
で
注
目

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る

普
及
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
将
来
、
人
口
減
少
の
加
速
が
予
想

さ
れ
る
中
、
公
共
施
設
は
維
持
管
理

に
掛
か
る
経
費
が
確
実
に
増
加
し
て

い
く
た
め
、「
量
か
ら
質
へ
の
転
換
」

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
市

営
住
宅
や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設

は
、各
種
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
改
修

を
進
め
、
安
全
安
心
で
快
適
に
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
生
活
環
境
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
生
か
し
た

�

産
業
・
観
光
の
推
進

　
御
前
崎
市
場
へ
水
揚
げ
さ
れ
る
魚

や
肉
、
野
菜
、
果
物
な
ど
品
質
の
良

い
食
材
が
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
再
認
識
し
、
こ
の
魅
力
を
国

内
外
へ
発
信
す
る
こ
と
で
産
業
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
や
漁
業
が
直
面
し
て
い
る
問

題
に
つ
い
て
は
、
課
題
を
精
査
し
、

将
来
を
担
う
若
い
農
業
者
や
漁
業
者

の
確
保
に
努
め
、
生
産
性
と
所
得
の

向
上
へ
つ
な
が
る
１
次
産
業
か
ら
６

次
産
業
へ
の
支
援
体
制
を
整
え
て
い

き
ま
す
。

　
観
光
は
、「
御
前
崎
市
観
光
基
本
計

画
」
を
基
に
、
地
域
の
意
見
を
多
く

取
り
入
れ
な
が
ら
、
具
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
太
平
洋
沿
岸
一

帯
の
観
光
資
源
を
整
備
し
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
事
業
に
よ
る
観
光
客
誘
致
を

推
進
し
て
、
交
流
人
口
の
増
加
に
努

め
ま
す
。

・
御
前
崎
茶
の
販
路
、
消
費
拡
大
事

業
へ
の
支
援

・
担
い
手
農
業
者
の
育
成

・
御
前
崎
魚
市
場
へ
の
カ
ツ
オ
の
水

揚
げ
促
進
を
支
援

・
西
駿
河
湾
沿
岸
市
町
の
広
域
連
携

に
よ
る
地
域
水
産
物
を
活
用
し
た

産
業
活
性
化
の
支
援
事
業

・
灯
台
周
辺
整
備
計
画
の
策
定

信
頼
さ
れ
る
地
域
医
療
と�

�

福
祉
の
充
実

　
地
域
の
医
療
体
制
の
充
実
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
最
も
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
施
策
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
市
立
御
前
崎
総
合
病

院
の
医
師
確
保
に
全
力
を
注
ぐ
と
と

も
に
、
中
東
遠
地
域
を
中
心
と
し
た

広
域
的
な
医
療
体
制
を
構
築
す
る
た

め
、
関
係
自
治
体
や
近
隣
病
院
と
の

機
能
連
係
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、
今
後
も
母
子

の
健
康
保
持
と
増
進
を
図
る
と
と
も

に
、
安
心
し
て
生
み
育
て
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

・
親
の
育
児
力
を
育
て
る
教
室

・
不
妊
治
療
助
成
の
拡
充

・
マ
マ
安
心
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事

業
の
創
設

　
複
雑
化
す
る
社
会
の
中
で
は
、
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
迅
速
な
対
応
や

解
決
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

相
談
体
制
の
強
化
や
関
係
部
署
と
の

迅
速
な
連
携
を
図
る
た
め
、
県
か
ら

譲
渡
予
定
の
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

を
福
祉
や
子
育
て
、
健
康
、
介
護
の

拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　
本
市
は
、
開
業
医
が
少
な
い
状
況

で
す
が
、
白
羽
地
区
に
御
前
崎
市
家

庭
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。
よ
り
安
全
安
心
な
医

療
の
提
供
と
研
修
医
や
医
学
生
の
受

け
入
れ
に
よ
り
、
医
師
確
保
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　
市
立
病
院
と
新
た
に
建
設
す
る
家

庭
医
療
セ
ン
タ
ー
を
核
に
、
信
頼
さ

れ
る
地
域
医
療
の
構
築
に
取
り
組
み

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の�

夢
と
希
望
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち�
に
向
か
っ
て
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